
 

 

事業背景 

摂食障害は、成長過程での葛藤等、様々な要

因がからみあって生じると考えられており、うつ病

や引きこもり、依存症等、様々な問題や生きづらさ

が重複しているケースもよく見受けられます。

このため、医療的なケアだけでなく、摂食障害

の要因や重複障害からの支援もあわせて行うこと

が必要ですが、他分野からの支援に辿りつかない

ために、摂食障害が長期化し、社会的な孤立の

期化が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

全国 5 か所で開催したセミナーは、前年度に蓄

積したノウハウを医療・福祉・教育・相談等の支援

職従事者や支援団体、当事者、一般市民等を対

象に広げる内容となっていました。また、

の登壇者には、地元の当事者や地元で活躍する

専門家を起用しました。こうした工夫をこらした

ナーは、摂食障害者への支援方法に行き詰まり、

 

キーワード：摂食障害 発達障害 孤立防止

テ ー マ：高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

支援する事業 

団  体  名：日本アノレキシア・ブリミア協会

事  業  名：摂食障害いのちと地域をつなぐ全国事業

助 成 金 額：7,530 千円       事 業 年 度
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孤立感を抱いていた支援者にとっての
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ここに注目！ 

セミナーは、地域で摂食障害者の支援を

せるための工夫が大切になされていました（地域

の支援団体との協働開催、摂食障害を支援でき

る団体等の発掘、支援者同士のネットワークの強

化等）。助成期間中から、自助グループが自発的

に立ちあがったり、各地の医療・相談機関から助

成事業をモデルとした活動を実施したいとの相談

が多数寄せられています。 

 

 

孤立防止    活 動 地 域： 東京都          

高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

日本アノレキシア・ブリミア協会 
摂食障害いのちと地域をつなぐ全国事業 

度：平成 26 年度 

団体概要 

住 所：〒156-0057 
     東京都世田谷区上北沢

シャンボール上北沢
 
連絡先：03-3302-0710 

（月・水・木・金 13 時～
 
ＨＰ：http://naba1987.web.fc2.com/

支援者にとっての突破口にな

セミナーは、地域で摂食障害者の支援を継続さ

されていました（地域

の支援団体との協働開催、摂食障害を支援でき

る団体等の発掘、支援者同士のネットワークの強

化等）。助成期間中から、自助グループが自発的

に立ちあがったり、各地の医療・相談機関から助

成事業をモデルとした活動を実施したいとの相談

 

東京都世田谷区上北沢 4-19-12 
シャンボール上北沢 212 

時～16 時） 

http://naba1987.web.fc2.com/ 

セミナーの様子 
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事業背景 

春日井市（人口 31 万人）では、高齢者は

人を超え、要支援・要介護認定者が 1 万人を上回

っています。そのうち、認知症の認定を受けた方

は 6 割を超えており、認知症の対応が社会的な課

題となっています。 

認知症者に対する介護支援は、介護保険制度

により家族の負担を軽減するサービスが提供され

るようになったものの十分でなく、認知症本人と家

族をともにケアするための地域資源（医療・介護・

福祉・市民）の連携の必要性が増しています

事業概要 

認知症者本人や介護者が気軽に立ち寄れる居

場所として「認知症カフェ」を開設しました。

カフェでは普通の喫茶店のように飲食ができる

ほか、スタッフが介護の悩みを傾聴したり、介護相

談に対応して必要なサービスにつなぐ支援を行い

ました。また、市内の介護サービスの情報を収集

し、カフェ内に掲示・配布できるようにしました。

医師、薬剤師、看護師、ケアマネ等に、

一緒にコーヒーを飲みながら相談できる

を実施することで、病院や関係機関へ行く前段に、

気軽に相談できる場を設けることができました。

 

キーワード：高齢者 認知症対策 専門相談

テ ー マ：高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

支援する事業 

団  体  名：NPO 法人てとりん 
事  業  名：市民と専門家の連携型 認知症介護支援事業

助 成 金 額：3,753 千円       事 業 年 度
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てとりんハウス講座予定チラシ

ここに注目！ 

認知症カフェで気軽に相談できる体制を整え、

福祉・医療の専門家と連携することで、専門相談

の実施や関係機関への紹介を行うなど、問題の

早期発見と深刻化の予防、家族関係や経済状

況、認知症の進行等の多様なニーズに対応する

ことができています。 

地域の理解を得ることを重視し、カフェに来店し

た一般の方と利用者が気軽に会話ができるよう

働きかけを工夫し、認知症の方と認知症介護者へ

の理解を深める環境づくりにも取り組まれました。

 

専門相談     活 動 地 域： 愛知県 

高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

認知症介護支援事業 

度：平成 26 年度 

団体概要 

住 所：〒486-0851 
愛知県春日井市篠木町

 
連絡先：0568-41-8844 
 
ＨＰ：http://tetorin.jimdo.com/

てとりんハウス講座予定チラシ 

認知症カフェで気軽に相談できる体制を整え、

連携することで、専門相談

など、問題の

、家族関係や経済状

況、認知症の進行等の多様なニーズに対応する

地域の理解を得ることを重視し、カフェに来店し

た一般の方と利用者が気軽に会話ができるように

、認知症の方と認知症介護者へ

の理解を深める環境づくりにも取り組まれました。 

 

愛知県春日井市篠木町 2-1281-1 

http://tetorin.jimdo.com/ 
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事業背景 

認知症により引きこもりがちになり、社会から切

り離され、その結果、高齢者を支援する様々なリ

ソース（民生委員、地域包括支援センター等）や制

度（介護保険制度等）の支援からこぼれてしまう人

たちが多数存在しています。 

このような方々を支援につなぐことが必要であ

るとともに、認知症の人も役割をもって社会へ参

加する等、社会とのつながりをつくることが

れます。 

事業概要 

助成事業では、世代を超えて誰もが気軽に集え

るコミュニティカフェを運営しました。認知症の人が

カフェを利用するだけではなく、お客さんの注文を

聞いたり、飲み物を届ける等、当人が社会的

割（つながり）を得ながら、働くことのできる場

くりました。 

さらには、カフェを拠点として、行政、地域包括

支援センターとの連携の中で、認知症により見守

りが必要な高齢者等を対象に自宅へ訪問する配

茶サービスを行いました。見守りをかねたこの配

茶サービスでは、認知症患者にも同行してもらうこ

とで心のケアや外出のきっかけにもつなげていま

した。 

キーワード：高齢者 認知症 認知症カフェ

テ ー マ：高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

支援する事業 

団  体  名：特定非営利活動法人

地域認知症サポートブリッジ

事  業  名：認知症の人が働けるコミュニティカフェ

助 成 金 額：6,728 千円       事 業 年 度
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 “配茶”サービスで、お宅訪問を

し、見守りをする様子 

認知症カフェ     活 動 地 域： 東京都 

高齢者や障害児・者などが地域で普通の暮らしをすることを

特定非営利活動法人 
地域認知症サポートブリッジ 

認知症の人が働けるコミュニティカフェ事業 

度：平成 26 年度 

団体概要 

住 所：〒181-0016 
東京都三鷹市深大寺２－４０－２３

 
連絡先：090-4349-1130 
 
ＨＰ：http://www.dsbridge.or.jp/about/

 

ここに注目！ 

コミュニティカフェの運営を通して、自治体

介護事業者、ボランティア団体等が連携でき、世

代を超えて地域の人との交流が図られました。

配茶サービスでは、当事者の方と一緒に専門

支援員が訪問し、難しい支援にも対応していま

す。また、様々な機関と連携したことで

介護、福祉施設による支援が必要なケースも、そ

れぞれの専門機関にスムーズにつなぐことができ

ています。 

 

お宅訪問を

 

東京都三鷹市深大寺２－４０－２３ 

http://www.dsbridge.or.jp/about/ 

自治体、民間

事業者、ボランティア団体等が連携でき、世

代を超えて地域の人との交流が図られました。 

事者の方と一緒に専門

支援員が訪問し、難しい支援にも対応していま

す。また、様々な機関と連携したことで医療機関や

介護、福祉施設による支援が必要なケースも、そ

つなぐことができ
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